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７０歳にして思うこと 
理事 向山 邦子 

 私は当協会の経理を担当させて頂いています向山と申します。マナー教

育サポート協会の会員の皆様、それに携って頂いている皆様に支えられ、

今年で12 期を迎えました。感謝申し上げます。少しずつ講演依頼が増え

て、講師養成講座の受講生も毎年認定を受けて頂き、ＮＰＯの活動に参加

して頂いています。子どもたちに思いやりの心を伝え、笑顔と素直さに振

れたとき、講師、スタッフが幸せを感じ、喜び合うこの頃でございます。 

私と岩下理事長との出会いは４０年前、先生の講義を主人と受けた時に 

「自分がして欲しいことはしてあげる。されたくないことはしない」だれもが分かっている

ことなのですが、知らないうちに不快な思いにさせてしまう場合もあります。「マナーは理

屈ではない、周りの人を笑顔で包み、その人の身になりお話を聞き、心を温かくしてあげる

ことです」と先生の講義を受け、当たり前のことが出来ていない事の気づきを教えて下さっ

た講義の素晴らしさに魅了されました｡講演の帰り道、都電の中で、何故か心の中が熱くな

り、涙がこみ上げてきて、絶対先生にお会いして先生の元でお勉強させて頂こうと決心しま

した。そして願いは叶い、今ここに至っています。 

マナー教育サポート協会を立ち上げるとき、岩下先生から経理をお願いされ、家族に相談

をしたところ息子に「お母さんにそんな大事な仕事が出来るの」と言われ、それもそうねと

お断りしました。それでもとお願いされて、大好きな先生のために、ここで恩返しをしなく

てはと、周りの方、家族の応援を期待して経理をさせて頂き１２年が経ちました。 

私が７０歳にして思うことは、それは母の後ろ姿です。今生きていれば１０８歳です。戦

前戦後の大変な時代を過ごした人です。三度の食事支度、子どもたちの世話、工場の手伝い

に追われながら、私の為に夜なべをして遠足に着ていくセーターを間に合わせてくれて、自

分のことはさておいても、坦々と当たり前のようにしてくれる人でした。親戚、近所の人に

不幸が有れば、割烹着を持って跳んでいき葬儀の手伝いをする。私の母だけではなく世の中

の人々が皆そうでした。岩下先生のお父様も「自分の子どもが世の中の人に世話になってい

るのだから、自分も家族の事をさておいても恩返しをする、結局はあなた達のためなのだよ」

と先生は言い聞かされたそうです。自然の行いの中から、思いやりを学ぶ、これが最高の学

びのような気がします。 

私事ですが今年のお盆は、お飾り（提灯飾り）がしんどく、来年から縮小しようと思って

いた矢先、中一の孫娘が「やったー！今年もおそうめんが食べられる」と叫び、手伝ってく

れました。こんな嬉しいことは有りませんでした。こうして後世に受け継がれるのですね。

７０歳にして先人の心を改めて学び、益々精進して行こうとつくづく感じました。 

最後に、私に生き甲斐を下さった理事長始め、当協会関係の皆様、家族に感謝してお礼申

し上げます。 

（興南プレス工業株式会社 取締役） 
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丸の内キッズジャンボリー 2014  IN 東京国際フォーラム 

 8.12（火）・13（水）・14（木） 

 

東京国際フォーラムを大開放して開催された、子どもたちの未来への夢を育む、夏休みの

参加・体験型イベント「丸の内キッズジャンボリー2014」に、約１２万５千人（延べ人数）

の皆様にご来場いただきました。 

楽しい体験で喜びと好奇心のツバサを広げた子どもたちは、たくさんの不思議や感動、発

見と出会えたことでしょう。 

今年も当協会は、NTT コムウェア株式会社様のご協力のおかげで連続 6 回の出展をさせ

ていただきました。 

また、株式会社峠喜重朗商店様・吉井商事様より、特別に仕立てた子どもサイズの割り箸

をご提供いただきました。 

皆様からのご支援を心より感謝いたします。 

 

◎協力：NTT コムウェア株式会社 

    ◎運営：NPO 法人マナー教育サポート協会 

 

当協会のワークショップは、「お箸マスターになろう！食べることはもっと楽しくなる」

をテーマに、食事のマナーと正しいお箸使いを楽しく覚えていただきました。 

各回の定員は２４名で、1 日 3 回を3 日間行い、合計216 名のキッズが来場しました。

参加されたのは小学生の子どもさんたちで、保護者の方はご見学をお願いしました。 

紅白の旗を使ってクイズ・お箸の使い方・ビーズひろいゲーム・ジャンボかるたにチャレ

ンジしました。マスターした全員に修了証を差し上げました。夏休みの自由研究にもなるお

土産とお菓子に加え、今年は、やってはいけないお箸使いをイラストで表現したランチョン

マットもお持ち帰りいただきました。 
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「お兄ちゃんがやったことあるからわかるよ」。聞いてみると、その年は小さくて母親と後

ろで見学していたという。覚えているなんてスゴイ！「これ知ってる。だって去年やったも

ん」。3 年続けて参加してくれていました。嬉しい～  不思議やオドロキ、新しい発見をい

っぱい体験できたかなあ。私たちも、どきどきワクワクしながら、子どもたちの生き生きと

した笑顔、言葉、眼差しに出会えて楽しく過ごしました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親子三世代で楽しめるテーマパーク「カンドゥー」 キーワードは“教育”と“シニア” 

 

千葉市の幕張新都心にある日本最大級の大型ショッピングモール「イオンモール幕張新都

心」。そのファミリーモール３階に、子どもがさまざまな職業体験を楽しめる「ベニュー」（体

験パビリオン）と、親子三世代が一緒に過ごせる超大型レストランを組み合わせたテーマパ

ーク「カンドゥー」が昨年 12 月にオープンしました。 

このテーマパークの IT システムの開発・構築など、IT に関わる全体マネジメントを担当

されましたのが、NTT コムウェア株式会社様でいらっしゃいます。 

３歳～１５歳のお子様が、ファッションモデルやパイロット、警察官、ピザ作り体験、デ

ィレクター/アナウンサーなど、約３０種類の中から選んで、お仕事の体験をすることがで

きます。一度お子様と出かけてみてはいかがでしょうか。 

  （http://www.kandu.co.jp/） 

 

 

http://www.kandu.co.jp/


5 

 

 

 

 

 

韓国訪問 マナー研修 第２弾 

業務サポート部 大徳 はるみ 

 

青葉の季節 5/15～5/20 に岩下理事長と当協会のスタッフ 5 名で、韓国の高校、大学、

一般の皆さんにビジネスマナー研修を行い、併せて食の都として有名な全州（チョンジュ）

へ韓国人学生と一緒に汽車の旅をするなど、貴重な体験をして参りました。 

研修のテーマ『マナーは愛～相手も自分も大切にする思いやりの心～』の下に、入社試験

の面接時におけるマナーや心遣い、いい人間関係をつくるための気遣い・気働きなどについ

て岩下理事長が講演を行いました。 

 

京畿観光高校 5/16（金） 

ホテルのロビーに8 時に集合し、韓日フォーラム キム事務局長が運転なさる１２人乗り

の大型車で京畿観光高校に向かいました。高層ビルの風景から山の景色に変わっていき、2

時間位で到着しました。学校の敷地内に生徒たちが運営するカフェがあり、そちらでコーヒ

ーをいただき歓迎を受けました。自宅から通学するには難しい距離に学校がある為、生徒の

殆んどが寮生活を送っているそうです。 

そして体育館で待っている男女約130名の生徒に指導しました。学生たちには片言の日

本語しか通じません。岩下理事長の言葉を通訳者が伝え、スタッフが挨拶や椅子の座り方な

どのお手本を示して伝えました。２人１組になっての実習はスタッフも加わり、生徒は楽し

そうに実践していました。 

研修を終え、教頭先生と担当の先生方と意見交換を行い、交流を深めました。その後、近

くにある仏教博物館を拝観しました。 

NPO 法人韓日社会文化フォーラム（以下、韓日フォーラム）様を通してインターンシップのため来日

した韓国の大学生に着任前の「日本の文化とビジネスマナー」を指導してほしいとの依頼に当協会が協

力し、それ以来、韓日フォーラム様との交流が続いています。2年前には韓国の礼儀作法について勉強

したいという当協会の希望を韓日フォーラム様のお力添えにより実現しました。そして、今回、2度目

の訪韓となりますが、韓日フォーラム様からのご依頼により韓国に参りました。 
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東南保健大学 日本語観光学科 5/19（月） 

ホテルロビーに8 時に集合し、韓日フォーラム 朽名様と地下鉄で東南保健大学に向かい

ました。その広い敷地と豪華な建物に驚きました。校舎の中もホテルと思うほど豪華な造り

でした。 

日本語観光科の学生約50 名にマナー教育実習を行いました。学生たちは日本語が通じま

すので、私たちが笑うところで韓国学生も笑いが上がっていました。文化の違いはあっても

共通するものと感じました。 

実習後は、教授の方と日韓マナーの差について意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

社会人と学生 個人・企業向け 5/19（月） 

東南保健大学のマナー教育実習を済ませたあと、明洞にある文化センターにて、社会人と

学生が集まった約20 名にマナー実習指導を行いました。 

日本語ガイドの資格の取得を目指していらっしゃる方や、日本に関係する仕事につきたい

と就職活動していらっしゃる方、ホームスティを受け入れていらっしゃるホスト家庭の主婦

などが受講生でした。日本語が話せる人もいればそうでない人、英語ならわかる人と様々な

方が参加していました。通訳者をつけての講演です。質問に対する反応は日本と変わりあり

ません。中には熱心にメモを取る姿もみられました。 

終了後に、受講生たちと夕食を共にしながら交流会が開かれました。 
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全州 韓屋村（チョンジュ ハノッマウル） 5/17（土）・18（日） 

週末の１７日、朽名様にご案内いただいて、朝鮮王朝発祥の地で1200年以上もの歴史があり、

味と趣の伝統を今も受け継いでいる全州へ、韓国女子学生と一緒に出かけました。 

約700余軒もの韓国伝統家屋が集まった石壁の道をただ歩くだけで、韻致とロマンを感じる

「全州韓屋村」には、実際に生活している人もいて生活と文化が共存している場所ともいえます。 

翌18日は、韓国人のガイドさんに日本語で説明を聞きながら、重要文化財を見学したり、豆

もやしクッパ（もやしスープ御飯）を食べたりしまして、韓国の伝統文化と韓食に触れることが

できました。 

 

最後に 

15日から２０日まで、5泊6日の韓国訪問でしたが、多くの学びがあり、よい時間を過ごす

ことができました。 

他国の文化と食のことを少し知り、多くの素敵な人たちとの出会いの時間は貴重なものです。

これからもお互いの国の友好関係が続き、また、再会できることを願っています。 

 

 

 

 

 

花天の会 第８回 青葉の集い 
2014.6.8（日） 

 
◆第１部「食事のマナー」 会場：鉄板焼コルザ 13：00 ～ 15：00 
   
  岩下先生の話と共に料理を楽しみました。 
  お席の前の鉄板で調理してくださるパフォーマンスが楽しいお店での昼食は、職人技に 

魅了されながら五感で楽しめました。一瞬照明が落とされリキュールをかけてフランベ 
する名物のアイスクリームの鉄板焼きは立ち上がる炎に歓声が上がりました。 

 
◆第２部「伝統文化に学ぶ 歌舞伎鑑賞」会場：歌舞伎座 16：３０ ～ 2１：0０ 
   
  一、蘭平物狂  （らんぺいものぐるい）*三代目 尾上左近の初舞台 

二、素襖落   （すおうおとし） 
三、名月八幡祭 （めいげつはちまんまつり） 

   
  日本の伝統文化に触れ、迫力ある動きと言い回しや、女形の美しさ、連綿と続いている 

芸能であることなどに感銘を受けました。また、新しい歌舞伎座では初めての本水を使 
った雨の演出もあり、みどころ多く感動しました。 
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協会認定マナー講師誕生 

第１０期生の皆様 おめでとうございます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜合格者＞ 

松本 智子  畔柳 恵美  金子 直己  大畑 麻綾  荒井 美智子  *敬称略 

 

平成２6 年 10 月、新たに 5 名の協会認定マナー講師が誕生いたしました。 

そこで、認定講師の方々に、認定証授与式後の感想をご寄稿いただきました。 

皆さまの更なるご活躍をお祈りいたします。 

そして、これからもご縁がありますようにと願っています。 

                                     

 

認定証授与式を終えて 
認定講師 荒井 美智子 

 

晴れて検定に合格できましたことは、今までの先生方のご指導の賜物と

深く感謝申し上げます。 

 岩下先生と出逢い、協会の皆様と出逢い、そして10 期生の同志との出

逢いは私の人生において、とても大切な感謝し尽くせない出逢いとなりま

した。皆様から頂いた沢山の幸せと温かな励ましに感謝し、今後は幸せの

種まきをして参ります。 

 岩下先生の教え『マナーは愛』を沢山の子どもたち、そして皆様に伝えさせて頂き、より

一層の努力をしながら皆様のお役に立てるよう精進して参りたいと存じます。 
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すべて必然 

認定講師 畔柳 恵美 

 

 無事に認定証授与式を迎えられた事、岩下先生をはじめ皆様方に感謝致

しております。ありがとうございました。 

 本当にこの出会いは偶然ではなく必然だった様に感じております。友達

に言われ決断した講座でしたが、何かに引っ張られ集まった１０期生だっ

たのですね。本当に、私に足りないものをたくさん気づかせてくれた、そ

して楽しい勉強でした。 

子どもの頃から私に口うるさくマナーを教えてくれた母の教えを、こんな風に改めて勉強

をするとは思ってもみませんでした。 

これからは、マナー（礼儀作法）は難しいものではなく、思いやりの心があれば身に付く

こと、そして、「マナーは愛」を伝えていきます。 

これからも勉強です。精進して参りますので宜しくお願い致します。 

 

 

 

小さな事 
認定講師 大畑 麻綾 

 

朝の通勤時、最寄り駅までの2㎞程を歩いています。私の住んでいる地

域では近所の方だけではなく、顔を合わせると挨拶をよくするコミュニ

ティーです。挨拶をするのはウォーキングしている方、犬の散歩をして

いる方等様々です。知らない方に挨拶をするのは少し勇気のいる事かも

しれませんが、私は自分から笑顔で挨拶をする様に心がけています。挨

拶をしようかと躊躇うのは、挨拶されないのではないか、変だと思われ 

ないか？と考えてしまうからかもしれません。私も最初はそうでした。でも挨拶は「先に」

したもの勝ちです。気持ちよく笑顔で挨拶を交わせるのはとても素敵な事だと思います。マ

ナーはその様な小さな積み重ねかもしれません。「小さな事は本当に小さい。しかし、小さ

い事に真心を込めて行う事は偉大な事なのです。」マザーテレサの言葉です。挨拶という何

気ない事がマナーに繋がるのではないかと思います。マナーを学び改めて考えさせられてい

ます。 
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どうぞよろしくお願いします！ 

認定講師 松本 智子 

 

１０期生のメンバーとお会いしてから早いもので 2 年が経ちました。

岩下先生をはじめ個性豊かな１０期生のメンバーに出会えた事に感謝の

気持ちでいっぱいです。マナーを学びに行っているのですが、仲間に会

えるのが楽しみで通っているところもありました。先生スミマセン。 

初めての講義で「マナーは愛」マナーとは相手を思いやる気持ち、感

謝の気持ちを表現したものと学んだときは、これまでマナーは堅苦しい 

作法と思っていたのでカルチャーショックでした。この考え方を知っているのと知らないの

とでは大きな差があると思います。今の時代、人との距離感がうまく取れずに悩んでいる方

も多くいらっしゃるのだと思います。職場の中にもきっといると思います。 

今の私にできることは日々の生活の中で、この講座で学んだことをさりげなく伝えて行く

ことだと思っています。これからも先生方から教えていだく事が多いと思います。花天の会

などでお会いした際はどうぞ宜しくお願いします。 

 

 

 

 

認定証授与式を終えて… 

認定講師 金子 直己 

 

今、素直にマナー講師の認定を頂けて嬉しく思っています。そして、こ

の講座に参加するように背中を押してもらった恩人に感謝の気持ちを伝

えたいと思います。 

なぜなら、色々なマナーについて、楽しみながら学ぶことができたこ

と、いままでの人生の中で、こんなに笑いながらそして時には感動の涙

を流しながら勉強できたことはありませんでした。また、偶然の巡り合 

わせによって共に学ぶことになった 10期生との出会いは、今後の人生の財産になると思い

ます。 

そして岩下先生から学んだ、いつでもどんなことからでも学ぶ姿勢、感謝の気持ちを言葉

で伝えることの大切さを感じました。 

今後は、教えるのではなく大切なことやなぜそうなのかを伝えていけるように、これから

日々勉強して、謙虚な気持ち、感謝の気持ちを忘れないようにしていきます。 
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活動報告及び予定 

活動結果報告（第 12 期上期：2014/4/1 - 2014/9/30） 

【講師養成事業部】 

４月 第 11 期生 中級コース開講 

８月 第 10 期生 認定試験（協会認定マナー講師資格試験）実施 

９月 第 11 期生 中級コース修了 

 

【研修事業部】 

◆中学校等を対象にした講演 

 ５月 埼玉県 三郷市立栄中学校様 

    千葉県 千葉市立天戸中学校様 

    東京都 市村自然塾（男子）様 市村自然塾（女子）様 

 ６月 埼玉県 富士見市立西中学校様 

東京都 大田区立矢口中学校様 町田市立鶴川中学校様 

文京区立第八中学校様 新宿区立落合中学校様 

板橋区立志村第四中学校様 北区星美学園中学校様 

葛飾区立青葉中学校様 荒川区立第三中学校様 

板橋区立上板橋第三中学校様 江戸川区立小岩第一中学校様 

  ７月 東京都 足立区立東綾瀬中学校様 新宿区立落合第二中学校様 

葛飾区立一之台中学校様 葛飾区立中川中学校様 

台東区立柏葉中学校様 

     静岡県 ＪＦＡアカデミー福島（男子）様 

  ８月 東京都 足立区立花畑中学校様 新宿区立牛込第三中学校様 

     静岡県 JFA アカデミー福島（女子）様 

  ９月 千葉県 千葉市立小中台中学校様 千葉県立天羽高校様 

     東京都 文京区立第六中学校様 文京区立第十中学校様 

         世田谷区立砧中学校様 港区立高松中学校様 

         足立区立六月中学校様 足立区立第六中学校様 

         足立区立千寿桜堤中学校様 立正大学付属立正中学校様 

 

◆親子を対象にした講演 

  ８月 三基商事株式会社 ミキプルーン 代理店様（福岡） 

 

◆大人を対象にした講演 

７月 東京都教育庁八丈出張所様 

 

◆協会主催イベント 

8 月 丸の内 キッズジャンボリー 東京国際フォーラム ＜8/12（火）～14（木）＞ 

「お箸マスターになろう！食べることはもっと楽しくなる」 

食事のマナーと正しいお箸使い 

 

※お知らせ 

4 月 日本経済新聞社編集局生活情報部の取材 ＜日経新聞夕刊（4/14 月）掲載＞ 

5 月 韓国訪問 高校、大学、一般人向けにビジネスマナー研修＜5/15(木)～20(火)＞ 
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【業務サポート部】 

・神社参拝の仕方実態調査 

・会報誌の作成 

・ホームページの維持管理 

 

【花天の会（認定講師の会）】 

  ６月 第８回 青葉の集い 

      第１部 「食事のマナー」 鉄板焼コルザ 

      第２部 「伝統文化に学ぶ 歌舞伎鑑賞」 歌舞伎座 

  ９月 勉強会 

      第１部 「子ども達に伝える力」をみんなで学び、情報交換会 

      第２部 キッズジャンボリー参加者の感想をもとに意見交換会 

 

 

活動予定（第１2 期下期：2014/10/1 - 2015/3/31） 

【講師養成事業部】 

  １０月 第 10 期生 協会認定マナー講師資格 認定証授与式 

      第 11 期生 プロフェッショナルコース開講 

      第 12 期生 初級コース開講 

 

【研修事業部】 

◆中学校等を対象にした講演 

  １０月 市川市立南行徳中学校様 千葉市立加曾利中学校様 千葉市立磯辺中学校様 

浦安市立高洲中学校様 千葉市立高浜中学校様 江戸川区立西葛西中学校様 

  １１月 江戸川区立篠崎第二中学校様 目黒区立第十中学校様  

取手市立藤代中学校様 荒川区立第四中学校様 世田谷区立砧南中学校様 

新宿区立落合中学校様 江戸川区立松江第三中学校様  

千葉市立貝塚中学校様 中野区立第三中学校様 

   １月 江東区立大島中学校様 小金井市立小金井第一中学校様 

 

◆大人を対象にした講演 

1 月 三基商事株式会社 ミキプルーン 代理店様（福岡・熊本） 

 

*上記ほか、現在ご検討いただいている学校・企業がございます。 

～ 今後も多くの方々のマナーの応援をしてまいります ～ 
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ご支援いただいている皆様  
■イーハウス・アーキ・コラボレーション様 （http://www.e-house.gr.jp/） 

■株式会社ＮＳＧコーポレーション様    （http://nsg-corp.net/） 

■ＮＴＴコムウェア株式会社様       （http://www.nttcom.co.jp/） 

■株式会社ＮＴＴデータ様         （http://www.nttdata.co.jp/） 

■レストランおまかせ亭様         （http://www.omakasety.com/） 

■菊地道子税理士事務所様 

■興南プレス工業株式会社様        （http://www.tcn-catv.ne.jp/~kounan-press） 

■コメスタ・ドーム株式会社様       （http://comestadome.jp/） 

■三晃商事株式会社様           （http://www.sankoh-group.com/） 

■株式会社スリーライト様         （http://www.threelight.co.jp/） 

■学校法人誠真学園小中台幼稚園様     （http://www.ans.co.jp/k/konakadai/） 

■株式会社峠喜重朗商店様         （http://www.to-ge.co.jp/） 

■株式会社ナチュラシステムズ様      （http://www.natura-systems.com/ ） 

■播磨機工株式会社様           （http://www.sankoh-group.com/） 

■株式会社雄大様             （http://www.udai.co.jp/） 

■吉井商事様               （http://www.yoshiishoji.com/company/） 

■ＮＰＯ法人りすシステム様        （http://www.seizenkeiyaku.org/HP/home.html） 

 

 

 

相津美幸 荒井美智子 伊藤賢二 伊藤康子 稲垣綾 今村光子 岩下宣子 岩下義弘 

薄倉一恵 梅津稔 梅本久美子 大竹奈穂子 大畑麻綾 大藪昌代 岡田愛子 

岡部達昭 岡本祐子 思早苗 折原みよ子 香月泰 勝田晶子 加藤恵子 加藤幸子 

鐘ヶ江美和子 兼川哲子 金子昭信 金子直己 加茂紀子 川岸秀子 岸田輝美 

木ノ原誠司 忽那美江子 熊澤厚子 藏満勝子 畔柳恵美 河野多紀 古関裕美 

小松俊一 金野裕子 佐々木恵美子 佐藤元昭 重松照代 島崎和子 島田裕代 

鈴木敏夫 鈴木初江 鈴木美和 大徳はるみ 高橋清美 尋木浩司 田中昌子 

田辺由香里 土田美子 都築サチ子 長塩由美 名塚孝子 西高弘 野田頭よし子 

原田さとみ 原田なおみ 藤野勲 保木本清美 星野久子 前田美智子 松井憲子 

松本桂樹 松本智子 松尾祐子 三浦亜希 三浦和昌 三浦順一郎 水倉直美 南節子 

壬生実佳子 宮脇美香 向山邦子 向山浩司 向山ひろ子 向山代志子 村上智美 

村上直子 森下はるみ 湯浅智子 吉村景美 和田香代子 渡辺加代 渡邉ひろみ 

                           （五十音順、敬称略） 

 
 

Thank  you 

（五十音順） 

 

 

http://www.e-house.gr.jp/
http://nsg-corp.net/
http://www.nttcom.co.jp/
http://www.nttdata.co.jp/
http://www.omakasety.com/
http://www.tcn-catv.ne.jp/~kounan-press
http://comestadome.jp/
http://www.sankoh-group.com/
http://www.threelight.co.jp/
http://www.ans.co.jp/k/konakadai/
http://www.to-ge.co.jp/
http://www.natura-systems.com/
http://www.sankoh-group.com/
http://www.udai.co.jp/
http://www.yoshiishoji.com/company/
http://www.seizenkeiyaku.org/HP/home.html
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会員募集のご案内 
会員は、活動主旨に賛同し、支援してくださる個人または法人の皆様です。 

年会費 正会員  （個人）  ５，０００円 

賛助会員（個人） ２，０００円 

賛助会員（法人） 1 口 １０，０００円 より 

 

私たちの活動にご理解を賜り、ご支援ご協力くださいますようお願いいたします。 

 

 

運営体制 

活動を円滑に進めるために次のような運営体制を設けております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ 

 

特定非営利活動法人 マナー教育サポート協会 

認証番号 ： 15 生都協市特第 1585 号（平成 15 年 11 月 5 日東京都） 

所 在 地 ： 東京都千代田区九段北１－９－５ 朝日九段マンション１１１７号 

電 話：03-3239-0229 

F A X：03-6272-9300 

メ ー ル：e-manners@eagle.ocn.ne.jp 

ホームページ：http://www.e-manners.org 

 

※不在の時もございます。御用の際はご予約をお願いいたします。 

 メールをお送りいただければ助かります。 
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